
令和７年８月２５日

倉敷市 建設局 まちづくり部 まちづくり推進課

地域おこし協力隊の募集概要資料

岡山県倉敷市の海沿いに「鷲羽山（わしゅうざん）」 という景勝地と、「下津井（しもつい）」という町並み保存地

区がある港町、その400m沖合に「松島（まつしま）」という自然豊かな離島があります。このエリアが持つ

個性を活かしながら、アートや商品開発を通じた文化と観光の活性化を手伝っていただきたいです!

瀬戸内海の離島「松島」の魅力を活かしたまちづくり



1 活動エリアの立地（鷲羽山・下津井・松島）

岡山県

倉敷市

下津井エリア
Shimotsui

瀬戸内海
Seto Naikai

 鷲羽山・下津井エリア（松島を含む）は、海産物が豊富な瀬戸内海に面した港町です。
 地区内に自然豊かな国立公園や雄大な瀬戸大橋、江戸時代から残る町並み保存地区があります。
 児島半島の400m沖合にある離島「松島」には、アートの拠点として整備された「旧松島分校」があります。
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瀬戸大橋
Seto Oohashi

鷲羽山エリア
Wasyuzan

松島
Matsushima



2 隊員の活動概要・活動拠点

 隊員の主なミッションは、アート活動の拠点である「旧松島分校（松島分校美術館）」と、松島に
関する活動の発信拠点である「擬音（ぎおん）ハウス」の運営です。

 文化やアートを通じた地域のまちづくりに取り組む「一般社団法人 松島分校美術館」とともに、松島
の魅力を活かしたイベントの企画・商品開発などに一緒に取り組んでいただきたいです。

（下津井エリア）

（松島エリア）
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3-1 活動の具体的な内容① 旧松島分校での活動

活動内容（不定期、夏～秋が最盛期、冬季は休業）
 既存イベントの運営サポート
 アーティストインレジデンス作家のサポート業務
 島体験イベントの企画運営およびサポート・新たなイベントの開発運営
 施設管理業務（キャンプ場の草刈り・館内の清掃など）

旧松島分校とは（活動拠点①）
松島は、戦後間もない頃100人を超える住民がおり、数十人が通う小・中の分校がありました。しかし、
住民の減少が続き、平成12年に松島分校は廃校へ。現在の島民は1名のみとなっています。平成27年に、
官民が連携して旧松島分校をアートの拠点として再整備しました。
現在では、受入団体である「一般社団法人 松島分校美術館」が管理・運営者となり、滞在製作（アー
ティストインレジデンス）や、島ならではの釣りや陶芸のワークショップ、多文化交流イベント、学生のフィー
ルドワーク、運動場を使ったBBQなどの開催を通じて、松島の魅力や文化を発信しています。
さらなる活発な利活用に向けて、以下のような活動に一緒に取り組んでいただきたいです。
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3-2 活動の具体的な内容② 擬音ハウスでの活動
擬音ハウスとは（活動拠点②）
下津井エリアにある古民家を受入団体がリノベーションし、地域おこし協力隊の活動拠点および松島の

魅力発信拠点として整備しました。現在は、現役の協力隊により、島の植物を使った草木染製品（スカーフ・
Tシャツなど）や、島の土を使った陶器、島産のワカメなどを販売しています。
この拠点を継続して運営しながら、さらなる松島の魅力PRに向けて、以下のような活動に取り組んでいただき
たいです。

活動内容（原則:土日祝）
 松島の魅力発信に繋がる商品の開発および製作、販売
（例）松島の自然を生かした雑貨・アクセサリー、瀬戸内海の土を使った

陶芸作品など
 松島で開催するイベントや事業の情報発信
 イベントの企画・実施
（例）松島の自然を生かした雑貨づくりワークショップなど



＜団体の概要＞
 （一社）松島分校美術館は、地元の美術作家や建築家、陶芸家により構成された団体です。
 旧松島分校をアートの創作活動の場に生まれ変わらせるとともに、キャンプや釣り、ワークショップなどのイベント
を通じて、松島の文化や魅力を発信しています。

 芸術を中心とした活動を通じて、人々がコミュニケーションする場を生み出すことを目指しながら、アートが持つ
「人を集める力」で下津井の文化と観光の活性化に尽力しています。

松島分校美術館HP:https://www.matushima-bunko.com

4 協力隊の受入団体について

5

＜受入団体からのメッセージ＞
松島分校美術館 片山 康之さん

協力隊の制度に合わせて活動していただくことになりますが、活動拠点は
港町と離島です。のんびりと海辺の暮らしを楽しみながら、可能な範囲で
与えられた任務に取り組んでほしいです。人生を投じて倉敷の端っこに移住
してくれるあなたの決意に感謝しつつ、様々な形で活動をサポートします。
また、任期は1年間ごとの更新で、最⾧3年間です。年度末には来年度
更新するかを話し合いながら、お互いに納得いく形での最⾧３年任期を
期待しています。
そして、可能であれば、応募前に現地に来ていただくことをお勧めします。
受け入れ団体が現地案内や活動状況の説明を行います。
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5 松島での活動に必要な船について

 下津井～松島までは定期船がありませんので、松島での活動には免許と船が必要となります。

 免許は、協力隊着任後すぐに教習所に通い（３～４日間）、二級小型船舶操縦士免許を取得していただきます。受講経費
は活動経費（176万円/年）から支給します。

 船は、受入団体が所有する小型船舶を協力隊に貸し出しますので自由にご活用ください。リース料（７万円/月※船舶の管理
費込み）も活動経費（約176万円）から支給します。その他、船舶の維持費、燃料費等も活動費から支給します。そのため、
任期１年目は、活動経費のうち合計100万円程度が船舶に関する費用で支給されることとなります。

下津井の港

松島港 船で
10分

▲ 受入団体所有の小型船舶
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Q.活動でチャレンジしたことは何?

松島に今あるもの、まだ活用されていないものを見つけることから始めました。それ
らをどのように活用していくか、また、地域の人にどのように知ってもらうかを考えて活
動しました。例えば、「擬音ハウス」のような、島での成果物を販売するショップを作
りました。その他にもイベントを地元中心に開催しました。

Q.任期中にどんなスキルが身に付いた?

多くのアート系のイベントに参加したり、運営側で携わったりしたことにより、イベント
を運営するスキルが身につきました。また、活動の中で地域の様々な職種の方と関
わる機会があり、良好な関係性を維持するためのコミュニケーション能力も身につい
たと感じています。

Q.どんな時にやりがいを感じる?

擬音ハウスを開業した際、実際に来て頂いたお客様に内装や販売物についてご好
評をいただいた時に、やりがいを感じました。また、イベントで島に来ていただいた方
の「楽しかった」という言葉がやりがいです。

【前原くんの とある一日】

朝ごはん
準備

ご飯

9:00

松島にて商品開発

12:00 13:00

アーティストインレジデンス
の受入対応

14:00 16:00 17:00 18:00

ご飯釣り

19:00

ゆっくりタイムSNSの更新

任期:令和８年３月まで6 前任者からのメッセージ（前原 琉希 隊員）

旧松島分校
の

草刈り

朝ごはん
準備

ご飯擬音ハウスにて販売業務・事務作業 ご飯 ゆっくりタイム

平
日

土
日 擬音ハウスにて販売業務・関係者とミーティング 海辺で散歩
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8-1 募集条件（概要）



お手数ですが、詳細は「募集要項」をご覧ください。

また、ご不明な点等があれば、下記に記載の問い合せ先まで、お気軽にご連絡ください!
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8-2 募集条件（詳細）

■本件の問い合わせ先
倉敷市 建設局 まちづくり部 まちづくり推進課 担当者:伊達・大田・宮本
【住所】〒710-8565 倉敷市西中新田640番地（市役所7階）
【TEL】086-426-3025
【MAIL】citydevpromo@city.kurashiki.okayama.jp



【参考】倉敷の自己紹介①（基本情報）
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Kurashiki

 人口が中国地方で３番目に大きなまち（人口:約48万人）
 四国と本州をつなぐ瀬戸大橋がある交通の結節点となるまち
 日本有数の工業地帯があり、製造品出荷額が西日本第１位のまち



【参考】倉敷の自己紹介②（主要な４地域の特色）
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歴史と文化のまち 瀬戸内に開かれた
繊維のまち

産業と共生するまち 緑と水を活かしたまち



【参考】倉敷の自己紹介③（移住ポータルサイト）
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移住を検討される方に知って

いただきたい倉敷市の魅力の

ほか、「移住までの流れ」、

「エリアマップ」、「先輩移住

者へのインタビュー」など、移

住に役立つ情報が満載です。

ぜひ、ご覧ください!

【 くらしきで暮らす～くらしを紡ぐ、くらしき～（倉敷市公式移住ポータルサイト）】
https://iju-kurashiki-gurashi.jp/


